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彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十二の本文の位置づけ

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
二
の
本
文
の
位
置
づ
け

中　
　

根　
　

千　
　

絵

は
じ
め
に

　

論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、

内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論

じ
）
1
（

た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説

林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致

す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
）
2
（
た
。
巻
二
の
場
合
は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原

本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
）
3
（

た
。
巻
三
で
は
、
特
に
、
野
村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中

間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
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け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態
本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
）
4
（

た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾

向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が
高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城

博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
）
5
（

た
。
巻
五
の
場
合
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ

と
の
一
致
度
は
他
の
流
布
本
と
同
じ
程
度
で
あ
る
。
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
で
は
、
巻
二
と
同
じ
く
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ

て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本

系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
）
6
（
る
。
巻
六
・
巻
十
に
つ
い
て
は
、
巻
三
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
）
7
（
た
。
巻
十
一
の
場

合
、
鈴
鹿
本
が
残
存
し
な
い
巻
の
せ
い
か
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
と
流
布
本
系
諸
本
の
東
大
本
乙
と
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一

致
度
が
高
い
。
た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、
出
典
等
に
よ
る
補
入
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
）
8
（
た
。

　

巻
十
二
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所

蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
一
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典

文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
二
の
本
文
異
同

凡
例

　

一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し
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た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載

る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て
「
」
に
入
れ
て
付
し
た
。

　

各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
鈴
鹿
本
（
京
大
本
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在

の
諸
本
の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し

た
。】　　

甲
│
東
大
本
甲　

北
│
東
北
大
本　

実
│
実
践
女
子
大
本　

国
│
國
學
院
大
本　

野
│
野
村
本　

以
上
、
古
本　

乙
│
東
大
本
乙　

Ａ
│
内
閣
文
庫
本
Ａ　

Ｂ
│
内
閣
文
庫
本
Ｂ　

Ｃ
│
内
閣
文
庫
本
Ｃ　

以
上
流
布
本　
　

鈴
鹿
本
（
京
大
本
）
を
除
く
諸
本
│
諸

彦
│
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

大
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

巻
十
二
の
底
本
は
鈴
鹿
本

巻
十
二
目
録

一
二
九　
　

縛
雷

（
第
一
） 

「
縛
雷
起
」
底
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

銅
像
（
第
十
三
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

佛
従
身
（
第
十
九
） 

底
甲
北
実
国
野
乙

　
　
　
　
　

第
二
十
（
第
二
十
） 

野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

第
廾
二
（
第
二
二
） 

底
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

成
法
華
経
（
第
二
七
） 

底
甲
北
国
実
野
乙
（
甲
の
花
経
は
変
、
底
甲
北
国
実
野
乙
は
花
）
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巻
十
二
第
一
話

一
三
〇
５　

持
テ 

★　
「
受
ケ
持
テ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
受
テ
持
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

即
チ
改
テ 

Ｃ

　
　
　

10　

前
ノ
如
ク 

諸
（
底
破
損
の
た
め　
「
前
ノ
」
不
分
明
）

　
　
　

10　

此
度
ハ 

★　
「
此
ノ
度
ヒ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
此
ノ
度
ニ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

聖
テ 

甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

16　

随
タ
リ 

諸
（
底
は
加
筆
し
て
堕
と
訂
す
、
野
は
随
＋
土
に
作
る
）

一
三
一
１　

起
臥
シ 

★　
「
起
キ
臥
シ
」
底
北
実
国
野
Ｂ
「
起
テ
臥
シ
」
甲
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

３　

度
々 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

不
令
ト
去
シ 
乙
Ａ

　
　
　

11　

間
ニ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

祐
フ 

乙
Ａ

　
　
　

16　

諸
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
二
話

一
三
二
６　

ノ
郷
ニ 

諸
大

　
　
　

９　

不
慮
ル
程 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

懐
妊
シ
ヌ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

恠
ム
事 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

其
児 

北
Ｂ
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17　

舎
利
ヲ
見
セ
テ
手
ノ
捲　

Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

タ
ル

一
三
三
４　

幾
程
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

止 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

此
ノ
願
ヲ 

諸
「
此
レ
願
ヲ
」
底
大

　
　
　

５　

佛
ノ 

大　
「
こ
の
ノ
は
主
格
。
こ
れ
を
理
解
す
る
能
わ
ざ
り
し
」
甲
・
北
二
本
は
「
仏
テ
」
に
作
る
。

　
　
　

５　

供
養
ノ
後 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

隠
レ
給
ヒ
ヌ
ト
ナ
ム　
　

乙
Ａ
Ｂ

巻
十
二
第
三
話

一
三
三
16　

家
ニ
〆 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
は
行
末
、
底
Ｃ
は
シ
テ
）

一
三
四
２　

大
織
冠
宣
ク 

★　
「
大
織
冠
ノ
宣
ハ
ク
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
大
織
冠
宣
ハ
ク
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
大
織
冠
ハ
ク
」
乙

　
　
　

７　

傳
ナ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

時 

諸

　
　
　

８　

手
ニ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
三
宝
絵
は
「
身
」
と
す
る
。

　
　
　

８　

崇
占
ニ 

「
崇
占
フ
ニ
」
大　
（
破
損
の
た
め
、
底
本
の
字
体
不
明
。）「「
祟
」
は
古
写
本
に
お
い
て
は
「
祟
」

と
普
通
に
通
用
す
る
。」

　
　
　

９　

講
ス
ル
事
發
〆 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
（
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
は
硯
シ
テ
）

　
　
　

11　

南
山
階
ト
寺
云
ヘ
リ 

乙

　
　
　

15　

儀
式
巖
重
サ
ヨ
リ 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
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16　

衆
ニ 

諸
「
室
ニ
」
底
大

　
　
　

17　

不
所
学
ス 

北
「
不
学
ス
」
Ｂ
「
不
□
所
學
ス
」
甲
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
不
似
所
學
ス
」
底
大

巻
十
二
第
四
話

一
三
五
８　

十
四
日
ニ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
十
四
ニ
」
底
甲
北
実
国

　
　
　

９　

限
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

山
階
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

聴
衆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
廳
衆
」
底
甲
北
実
国
野
大

 
流
布
本
の
「
聴
衆
」
が
正
字
。

　
　
　

12　

佛
説
給
ヘ
ル 
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

心
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

廣
ク
國
ヲ
護
ラ
ム
カ 

Ｂ
「
廣
ク
□
マ
シ
テ
國
ヲ
□
護
ラ
ム
ガ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）「
廣
ク
□
國
ヲ
□
護
ラ
ム

カ
」
甲
北
実
国
野
乙
「
廣
ク
□
國
ヲ
護
ラ
ム
カ
」
Ａ
Ｃ

　
　
　

16　

國
分
寺
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

16　

同
シ
時
ヲ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

16　

行
フ 

「
此
レ
ヲ
行
フ
」
底
大

 

「
古
本
「
此
」
を
脱
シ
、
流
布
本
「
此
レ
」
を
欠
く
。」

巻
十
二
第
五
話

一
三
六
６　

淳
和
天
皇 

Ａ
Ｃ
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７　

心
ニ
悟
リ
有
テ 

諸

　
　
　

７　

達
レ
ハ 

諸

　
　
　

９　

令
栄 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

帝
王
ノ
後
ノ
人
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

行
フ 

諸

　
　
　

11　

摩 

「
維
摩
」
大　
「
古
本
、
及
び
乙
本
、
す
べ
て
「
維
」
を
脱
す
る
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
本
に
よ
り
て
訂
」

　
　
　

11　

摩
御
斉
ニ
會
ノ 

底
甲
北
実
国
野
乙

　
　
　

14　

御
寺
ノ
子 

諸
大　
「「
寺
」
は
「
等
」
の
省
文
。
上
の
「
御
」
は
「
方
」
の
意
の
敬
称
と
見
ら
れ
る
。」

　
　
　

17　

維
摩
會 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

是
ニ 
★　
「
此
レ
ニ
」
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
此
レ
ニ
ハ
」
底
甲
北
実
野

　
　
　

17　

過
キ 

「
過
ズ
」
大

一
三
七
１　

已
講
ト
云
官 

Ｂ　

乙
は
脱

　
　
　

１　

位
ヲ
被 

Ｂ
「
僧
綱
ノ
位
ヲ
被
授
ル
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
分
明
）「

位
ヲ
被
□
」
甲
北
実
国
野
「
位

ヲ
被
□
」
乙
Ａ
「〔
脱
文
〕
被

」
Ｃ

　
　
　

２　

會 

甲
実
国
乙
Ａ
（
甲
実
国
乙
Ａ
は
会
）

　
　
　

２　

會
也
ト
ナ
ム 

底
乙
Ａ
Ｃ

巻
十
二
第
六
話

一
三
七
７　

草
木
皆
其
ヲ
知
テ 

★　
「
草
木
ソ
ラ
皆
其
ノ
知
テ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
草
木
ソ
皆
其
ヲ
知
テ
」
乙
Ａ
Ｃ
「
草
木
モ
皆

其
ヲ
知
テ
」
Ｂ
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８　

報
シ
不
奉
シ
ヤ
ト 

Ｂ

　
　
　

12　

善
殊 

諸
大

　
　
　

13　

大
意 

諸
「
本
意
」
底
大

　
　
　

15　

人
皆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

汝
チ
ハ
本 

★　
「
汝
ハ
此
本
」
底
甲
北
実
国
野
「
汝
ハ
本
」
乙
「
本
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
三
八
１　

男
ノ
中
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

５　

隙 

「
隟
ニ
」
底
大
「
隟
」
諸
（
実
国
以
外
は
隙
）

　
　
　

６　

聴
聞
〆
事 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
シ
テ
）「
聴
聞

」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）「
聴
聞
シ
テ

事
」
甲
北

実
国
野
「
聴
聞
ノ
事
」
Ｂ

　
　
　

６　

疑
不
有
シ
思
ヒ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

非

年 

諸　

Ｂ
は
空
白
な
し

　
　
　

７　

法
花
経

書
寫
シ
テ 

底
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
大
（
底
は
破
損
の
た
め
不
明
、
諸
本
空
白
）「
法
華
経

寫
シ
テ
」
野

「
法
花
経
写
シ
テ
」
Ｂ

　
　
　

10　

生
シ
事 

★　
「
生
シ
ム
事
ヲ
」
底
甲
実
国
野
「
生
シ
ム
事
」
北
「
生
レ
ム
事
」
乙
Ａ
Ｃ
大
「
生
ム
事
」
Ｂ

　
　
　

13　

否
ヤ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

来
レ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

微
妙
ニ
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

有
ラ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



九

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十二の本文の位置づけ

巻
十
二
第
七
話

一
三
九
４　

其
ヲ
講
師
ト
シ
テ 

甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

法
服
ヲ 

底
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

讀
師
ト
セ
ン
ト 

★　
「
讀
ト
セ
ム
ト
」
乙
「
讀
師
ト
セ
ム
ト
」
甲
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
讀
師
ト
セ
ム
ト
為
ル
ニ
」
底
大

　
　
　

11　

然
ハ 

★　
「
然
レ
ハ
」
諸
「
我
レ
ハ
」
底
大

 

「
底
本
、
破
損
の
た
め
不
分
明
な
る
故
、
諸
本
「
然
」
に
作
る
。」

　
　
　

11　

其
ノ
器
ニ
非
ス 

底
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

請
ヲ
行
ヲ 

甲
北
実
国
乙

　
　
　

12　

持
行
以
テ 
Ｂ
「
持
行
テ
□
ヲ
以
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
分
明
）「
持
行
□
以
テ
」
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

12　

世
ヲ
過
ス 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

者
ナ
リ 

★　
「
者
也
ト
」
底
「
者
也
□
」
甲
北
実
国
野
「
者
也
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

其
時
云 

Ｂ

　
　
　

14　

畢
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
四
〇
２　

不
闕
サ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

礼
シ
可
奉
シ 

野
Ａ
Ｃ

巻
十
二
第
八
話

一
四
〇
12　

夜 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

死
ス
ル 

北
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
十
二
第
九
話

一
四
一
４　

云
年 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

年
ノ
月
日 

「

年
ノ
□
月

日
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

８　

微
妙
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

座
主

 

諸
大

　
　
　

10　

礼
マ
セ
給
メ
事 

乙

　
　
　

11　

無
限
リ

年
ノ 

「
无
限
シ

年
ノ
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

12　

四
月
日
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
「
四
月
□
日
ニ
」
底
甲
北
実
国
野
乙
大

　
　
　

14　

微
妙
シ 
底
甲
北
実
国
野

　
　
　

15　

朱
雀
ヲ
登
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

無
隙
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

17　

値
ヘ
テ 

底
甲
北
実
国
乙
大
「
植
ヘ
テ
」
野
Ａ
「
植
テ
」
Ｂ
「
植
ヘ
」
Ｃ

 

「
古
本
及
び
乙
本
か
く
作
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
不
通
。「
殖
」
の
変
か
。」

一
四
二
１　

シ 

諸
（
甲
以
下
の
拉
は
変
、
旁
を
甲
は
古
＋
心
、
北
実
国
野
は
亠
＋
口
＋
心
、
彦
乙
Ａ
Ｂ
は
草
冠
に
日

＋
心
に
作
る
）

　
　
　

２　

内
々
ニ
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
十
話

一
四
二
６　

帝
王
ニ
御
シ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

夷

軍
ヲ 

「
夷

ム
カ

軍
ヲ
」
底
大　

諸
本
欠
字
。
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７　

給

ケ
ル 

「
給
ヒ
ケ
ル

カ

」
底
大
「
給
ヒ
ケ
ル

諸

 

諸
本
欠
字
。

　
　
　

９　

然
レ
ハ
公
モ 

諸

　
　
　

９　

御
託
宣
ニ
依
テ 

諸

　
　
　

10　

放
生
ノ
䉼
ヲ 

底
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
料
）

　
　
　

11　

八
月
十
五
日
ヲ 

北
野
Ｂ
「
八
月
十
五
ヲ
」
底
甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

15　

行
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

仕
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

僧
威
儀
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
四
三
４　

候
シ
ケ
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

礼
拝
シ
奉
リ
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
礼
拝
シ
テ
奉
リ
ケ
ル
ニ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

８　

宮
ヨ
リ
皇
ニ
テ 

諸

　
　
　

９　

下
マ
テ 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「

下
ニ
テ
」
甲
実
国
野
「

ラ
セ
給
□
行
教
下
ニ
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不

明
）

　
　
　

９　

常

 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
常
」
Ｂ
「
常
ニ
参
ツ
ヽ
」
底
大

　
　
　

11　

遷
ラ
セ
給
ヌ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

御
マ
シ
ニ
依
テ 

諸

　
　
　

15　

面
申
承
ハ
リ
給
ニ
ケ
レ
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
十
二
第
十
一
話

一
四
四
５　

ノ 

諸
大

　
　
　

７　

枇
花 

諸
大
「
桃
花
」
北
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

橋
ノ
木
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

渡
リ
行
ク
ニ 

★　
「
渡
テ
行
ク
ニ
」
底
大
「
渡
行
ク
ニ
」
諸

　
　
　

12　

不
造
畢
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

曳
テ
渡
セ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

像
造
リ
奉
リ
ツ 

★　
「
像
ヲ
作
リ
奉
リ
ツ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
像

奉
リ
ツ
」
甲
北
実
国
野
乙
「
像

造
奉
リ
ツ
」
底

大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

17　

安
在
シ
テ 
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

一
四
五
１　

不
此
心
無 

★　
「
不
此
心
无
」
甲
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
不
此
レ
心
无
シ
」
北
「
木
ハ
此
レ
心
无
シ
」
底
大

　
　
　

８　

音
ヲ
出
サ
ム
ヤ 

底
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
十
二
話

一
四
五
６　

國
ト
堺 

諸　
「
諸
本
か
く
作
る
が
ト
ノ
の
意
。」

　
　
　

12　

木
像 

諸
「
木
像
ヲ
」
底
大

　
　
　

16　

道
場
ヲ
造
テ 

底
北
Ｂ

一
四
六
１　

藥
師
佛 

★　
「
藥
師
佛
ノ
」
底
甲
北
実
国
野
乙
大
「
藥
師
ノ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

可
礼
奉
キ
也
ト 

★　
「
可
礼
奉
キ
佛
也
ト
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
可
礼
奉
キ
也
ト
ナ
ム
」
底
甲
北
実
国
野
大



一
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巻
十
二
第
十
三
話

一
四
六
７　

□
根
ノ
郡
ノ 

甲
実
国
野
乙
Ａ

　
　
　

７　

盗
人
有
リ 

諸
大　
「
底
本
破
損
の
た
め
不
明
。
諸
本
に
よ
り
補
い
た
る
も
、
或
は
「
ケ
リ
」
と
あ
っ
た
も
の
か
。」

　
　
　

17　

伺
ヒ
見
ル
ニ 

★　
「
伺
ヒ
見
セ
シ
ム
ル
ニ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
伺
ヒ
令
見
ル
ニ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

17　

ノ
ソ
ケ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
四
七
１　

キ 

諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
霊
異
記
は
「
剔
」」

　
　
　

１　

咲
ヲ 

諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
こ
の
字
、
古
字
書
に
見
え
ず
。
或
は
、
霊
異
記
に
見
え
る
「
錠
」
の

変
か
。
錠
は
、
霊
異
記
の
訓
釈
に
タ
ガ
ネ
と
よ
み
、
名
義
抄
同
訓
。」

　
　
　

２　

此
レ
ヲ
聞
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

問
フ
ニ
云
ク 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

８　

荘
テ 

「

」
古
本
大

　
　
　

９　

弃
ツ 

底
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

相
具
シ

上
ニ 

★　
「
相
具
シ

上
テ
」
諸
「
相
具
シ
テ
京
ニ
将
上
テ
」
底
大

　
　
　

10　

紀
シ
問
フ
ニ 

乙

　
　
　

10　

聞
入 

甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

11　

盗
人
重
罪
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

痛
ミ
給
フ 

★　
「
叫
ヒ
給
フ
」
甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
叫
給
フ
」
野
「
痛
ミ
叫
ビ
給
フ
」
底
大

　
　
　

13　

不
思
儀
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
議
）
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巻
十
二
第
十
四
話

一
四
八
１　

綱
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

一
人
ヲ 

諸

　
　
　

３　

此
ノ
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

伇
ト
シ 

諸

　
　
　

14　

人 

甲
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

共

人
ノ
始
ク
シ
テ 

乙
Ａ
Ｃ

一
四
九
３　

其
国
ノ
ト
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

４　

ト
云
人 
諸
大

　
　
　

６　

寺
ニ
行
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

何
ト
シ
テ
活
テ 

実
国
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

15　

利
益
可
有
キ
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
十
五
話

一
五
〇
３　

貧
ク
シ
テ 

諸

　
　
　

３　

食
ニ 

諸

　
　
　

５　

少
知
ル
事 

★　
「
少
知
コ
ト
」
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
（
甲
の
コ
は
変
）「
少
知
フ
ト
」
Ｂ
「
少
□
智
リ
」
底
大

（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

５　

我
レ
聞

大
安
寺
ノ 

甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

福
ヲ
願
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



一
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16　

庭
ノ
中
ニ
四
貫 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ　

野
は
脱

一
五
一
２　

開
キ
見
レ
ハ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

是
ヲ
本
ト
シ
テ 

★　
「
此
ヲ
本
ト
シ
テ
」
諸
「
此
ヲ
以
ニ
本
ト
シ
テ
」
底
大

　
　
　

７　

財
ニ
冨
メ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

奇
異

世
ノ
人 

諸
「
奇
異
不
可
云
□
然

」
底
（
破
損
の
た
め　

か
な
不
明
）

　
　
　

９　

首
ヲ
仰
テ 

諸

巻
十
二
第
十
六
話

一
五
一
15　

群
臣
ト 
底
野
乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

細
見
ノ
里
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
宇
見
ノ
里
ノ
」
底
甲
実
国
大
「

見
ノ
里
ノ
」
北
「

見
ノ
里
ノ
百
ノ
」
野

　
　
　

17　

テ
敢
ツ 

乙
Ａ
「

シ
テ
敢
ツ
」
底
北
実
国
大
「

敢
ツ
」
甲
「
殺
シ
テ
救
シ
ツ
」
野
「
殺
テ
取
ツ
」
Ｂ
「
殺

シ
テ
放
ツ
」
Ｃ

 

「「
噉
」
の
省
文
で
あ
ろ
う
。
野
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
本
は
之
を
解
し
得
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
「
救
」「
取
」

「
放
」
に
作
る
。」

一
五
二
１　

敢
ヘ
ル 

甲
乙
Ａ
（
甲
の
敢
は
変
）

　
　
　

３　

我
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

令
詣
テ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

４　

誦
経
ヲ
行
フ 

底
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

５　

我
等
カ
刑
罸
ヲ 

底
野
乙

　
　
　

５　

鐘
テ 

甲
北
実
国
野
Ａ
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７　

鐘
ヲ
揰
キ 

甲
北
実
野
乙

　
　
　

９　

此
者
ニ 

Ａ
Ｃ

巻
十
二
第
十
七
話

一
五
二
17　

郡
ノ 

諸
「
平
郡
ノ
」
底
大　

正
字
は
「
平
群
」

　
　
　

17　

住
セ
ル 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
住
シ
テ
」
底
大
「
住
シ
ノ
」
甲
北
実
国

　
　
　

17　

四

為
ニ 

諸
（
Ｂ
は
四
を
皿
に
作
る
）「
罪
過
ヲ
□
為
ニ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
分
明
）

　
　
　

17　

佛
ノ
像
ヲ 

諸
大

一
五
三
１　

安
置
シ
テ 
諸

　
　
　

２　

暫
〻 
★　
「
暫
ク
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
暫
ニ
」
乙
Ｂ
「
暫
シ
」
Ａ
Ｃ

　
　
　

２　

不
詣
ル 

「
不
詣
ザ
ル
」
大

　
　
　

10　

事
ヲ
問
テ 

諸
「
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
」
底
大

　
　
　

11　

迯
ヌ
ル
也
ケ
リ
ト 

諸

　
　
　

17　

其
ノ
邊
ノ 

甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

17　

首
ヲ
仰
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
仰
は
変
）

巻
十
二
第
十
八
話

一
五
四
４　

八
多
ト
云
寺 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

繪
像
□
在
マ
ス 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
（
Ａ
の
像
は
僧
）

　
　
　

６　

ニ
〆 

「
叢
ニ
シ
テ
」
底
乙
大
「
寡
ニ
シ
テ
」
甲
北
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
宴
ニ
シ
テ
」
野
（
乙
Ａ
Ｂ
の
シ
テ
合
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字
、
甲
北
実
国
も
叢
に
作
る
）

　
　
　

７　

供
養
セ
ム
ト
為 

諸

　
　
　

９　

火
ヲ
放
チ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

巻
十
二
第
十
九
話

一
五
五
４　

生
タ
リ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

５　

或
時 

★　
「
或
ル
時
ニ
ハ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
或
ル
時
ニ
」
乙
Ａ
Ｃ
「
或
時
ニ
」
Ｂ　
「
ハ
は
強
調
の
用

法
と
見
ら
れ
る
。」

　
　
　

８　

蓼
原
ノ
堂
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

□
ヲ
開
テ 
甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

佛
ヲ
奉
礼
拝
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

一
度
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
五
六
３　

受
ク
ラ
ム
人 

甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
二
十
話

一
五
六
６　

ト
云
年
ノ 

諸
大

　
　
　

７　

月
日 

大　
「
諸
本
欠
字
な
き
も
空
格
を
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」

　
　
　

７　

講
堂
金
堂
ノ
南
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

煙
リ 

「

」
大　
「
古
本
特
有
の
字
体
。」

　
　
　

11　

火
食
堂
ニ
テ
皆
焼
畢
ヌ 

底
甲
北
実
国
野
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11　

暛
畢
ル 

「

」
大　
「
古
本
特
有
の
字
体
。」

　
　
　

11　

三
瑁 

「
節
」
諸
「
三
筋
」
大

 

「
諸
本
の
字
体
は
「
瑁
」
に
非
ず
ん
ば
「
節
」。」

　
　
　

12　

夜

ヌ
レ
ハ 

野
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
夜

ヌ
レ
ハ
」
底
甲
実
大
「
夜

ヌ
レ
ハ
」
北
乙

 

「
こ
の
字
体
は
、「
暛
」
と
「
曙
」
と
の
混
淆
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。」

　
　
　

17　

鐘
樓 

「
鍾
楼
」
底
大　
「
底
本
の
こ
の
字
体
は
「
鐘
」
の
異
体
字
。」

一
五
七
２　

落
ヌ 

野
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

編
入
ノ
材
木
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

南
大
門
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

祈
請
ス 
底
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

面
ノ
堀
河 

諸

　
　
　

10　

泉
阿
ノ
津
運
テ 

乙

　
　
　

10　

河
ヨ
リ 

諸

　
　
　

14　

夫
ヲ
催
テ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

上
ニ

来
テ 

諸
「
上
ニ
鳩
□
現
ニ
来
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め　

か
な
一
字
分
不
明
）　
「
ゾ
と
あ
っ
た
も
の
か
。」

　
　
　

15　

在
ナ
ム
ト
ソ

守
ノ 

「
有
ナ
ム
ト
ソ

守
ノ
」
諸
大
（
底
は
破
損
の
た
め
不
明
、
他
本
空
白
）「
有
ト
ナ
ム
ト
ソ
□
守

ノ
」
Ｂ

　
　
　

15　

死
ヌ
レ
ハ 

甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

罸
シ
給
ヒ
ツ
ル
ナ
リ 

★　
「
罸
シ
給
ヒ
ツ
ル
也
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
罸
シ
給
ヒ
ツ
ル
也
ト
ゾ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

17　

此
金
堂
ニ
ハ 

★　
「
此
ノ
金
堂
ニ
ハ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
ノ
寺
ノ
金
堂
ニ
ハ
」
底
甲
北
実
国
野
大
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17　

只 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
二
十
一
話

一
五
八
11　

永
承
元
年
ト
云 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

流
シ
入
レ
テ 

★　
「
流
シ
入
レ
ツ
ヽ
」
底
大
「
流
シ
入
レ
ツ
ト
」
諸

　
　
　

16　

各
大
小
ノ
房 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
五
九
１　

行
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

夫
共
寄
テ 

★　
「
夫
共
此

寄
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）「
夫
ゝ
共　

寄
テ
」
甲
実
国
「
夫
共
□
寄

テ
」
北
「
夫
无
共
寄
テ
」
野
「
夫
□
寄
テ
」
乙
「
夫
ト
モ
寄
テ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

恠
ミ
少
シ
許 
★　
「
怪
ミ
少
シ
許
」
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
許
は
計
）「
恠

許
」
甲
北
実
国
野
乙
「
恠
ム
テ
□
尺
許
」
底

大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

４　

深
サ
尺
許 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

層
ヲ
造
リ

テ 

「
層
ヲ
造
リ
覆
テ
」
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

云
フ
年 

諸

　
　
　

16　

横
様
ニ
尺
九
寸
ノ 

底
甲
北
実
国
野

　
　
　

17　

柱
ヲ
可
結
シ 

甲
実
国
野
乙

一
六
〇
２　

間
ノ
間
長 

★　
「
其
ノ
中
ノ
間
ノ
間
長
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
其
ノ
間
ノ
長
」
乙
「
其
ノ
間
ノ
間
長
」
Ａ
Ｃ

「
其
間
ノ
間
長
」
Ｂ

　
　
　

３　

三
丈
ナ
ル

 

諸
「
三
丈
ナ
ル
ヲ
三
支
上
ゲ
ニ
キ
」
底
大

　
　
　

４　

其
木 

★　
「
定
メ
テ
其
ノ
木
」
底
大
「

其
ノ
木
」
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
其
木
」
Ｂ
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４　

梁
上

但
シ 

北
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

６　

不
可
置
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

是
ハ 

「
此
レ
ハ
」
諸
大　
「
Ｂ
本
ハ
を
欠
く
。」

　
　
　

８　

成
タ
ル
ト
モ 

★　
「
成
タ
レ
ト
モ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
成
ニ
タ
レ
ト
モ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

９　

礼
ミ
仰
キ
奉
ル
ト
ナ
リ 

★　
「
礼
ミ
仰
ギ
奉
ル
ナ
メ
リ
」
底
乙
Ａ
Ｃ
大
「
礼
ミ
仰
テ
奉
ル
ナ
メ
リ
」
甲
北
実
国
「
礼
ミ
仰
キ

奉
ナ
メ
リ
」
Ｂ

巻
十
二
第
二
十
二
話

一
六
〇
14　

寛
□
二
年
ト 
★　
「
寛
仁
二
年
ト
」
底
甲
北
実
国
大
「
寛
仁
三
年
ト
」
野
「
寛
仁
年
ト
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

 
「
二
年
は
三
年
の
誤
り
。
野
村
本
が
三
年
に
従
う
の
は
、
諸
本
の
傍
書
を
本
文
に
し
た
も
の
。」

　
　
　

15　

年 

諸
大

　
　
　

15　

月
日 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
月

日
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

17　

阿
闍
梨 

諸
大

一
六
一
３　

幄
ヲ 

乙
Ａ
Ｃ
「
握
ヲ
」
底
甲
北
実
国
野
大
（
甲
北
は
木
偏
に
作
る
）「
幄
ヲ
ヲ
」
Ｂ　
「
古
本
か
く
作
る
が

正
字
は
「
幄
」」

　
　
　

３　

大
皷
鉦 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

４　

各
二
ツ 

諸

　
　
　

５　

大
内
ノ
外
ニ 

諸　
「
大
門
ノ
外
ニ
」
大

　
　
　

６　

僧
上
リ
立
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

７　

此
ケ
リ 

乙
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８　

糸 

諸
大　

底
本
破
損
の
た
め
不
明
。

　
　
　

８　

大
皷

 

諸
「
大
皷
ノ

」
底
大
（
底
本
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

10　

見
ケ
レ
ハ
下
ニ 

諸

　
　
　

10　

上
ツ
方
ニ 

北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

居
タ
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

誰 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

着
ス 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

13　

衛
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

然
ハ 
★　
「
然
レ
ハ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
然
レ
ド
ハ
」
底
甲
北
実
国
野
大

 
「
古
本
か
く
作
る
の
は
、「
然
レ
ド
モ
」
と
一
旦
い
っ
た
（
も
し
く
は
書
い
た
）
後
に
「
然
レ
バ
」
と

訂
し
た
。
そ
の
推
敲
の
過
程
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。」

　
　
　

15　

皆
々 

「
皆
」
大

　
　
　

15　

リ
ケ
リ 

★　
「
云
ヒ

リ
ケ
リ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
云
ヒ

リ
ケ
ル
」
底
甲
北
実
国
野
大

巻
十
二
第
二
十
三
話

一
六
二
６　

堂
ニ
シ
テ 

甲
北
実
国
野
大
乙
Ｂ

　
　
　

６　

年
ノ
月
日
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「

年
ノ
月
□
日
」
底
大
「
年
ノ
」
甲
北
実
国
野

　
　
　

６　

例
ヲ 

甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
例
時
ヲ
」
底
実
国
野
大
「
時
ヲ
」
北

 

「
諸
本
、
こ
の
語
を
理
解
し
得
ざ
り
し
為
か
、「
例
」
か
「
時
」
に
作
る
。」

　
　
　

10　

失
ニ
キ 

底
Ｂ
Ｃ
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10　

見
タ
ル
ヲ 

野
「
見
タ
ル
」
Ｂ
「
見
タ
ル
テ
」
諸

 

諸
本
か
く
作
る
が
、
意
不
通
。

　
　
　

11　

事
ニ
ナ
ム
ト
仰
セ
給
ヒ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

ケ
ル

　
　
　

12　

其
光
ノ 

Ｂ

　
　
　

12　

見
□
程
ハ 

甲
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
見
□
程
□
」
北
「
見
シ
程
ハ
」
底
大

　
　
　

12　

如
ク
ニ
ソ
在
ル 

★　
「
如
ク
ニ
ゾ
有
ケ
ル
」
底
大
「
如
ク
ニ
ソ
有
ル
」
甲
北
実
国
野
乙
Ｂ
Ｃ
「
如
ニ
ソ
有
ル
」
Ａ

　
　
　

13　

奇
異
也
ト
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

云
ケ
ル
ト
ナ
ム 
底
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
二
十
四
話

一
六
二
17　

越
中
守
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
六
三
１　

國
ヨ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

１　

一
頭
得
タ
リ 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

然
ル
間 

★　
「
而
ウ
間
」
底
大
「
而
ヲ
間
」
甲
北
実
国
「
而
ル
間
」
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

 

「
底
本
「
ウ
」、
古
本
「
ヲ
」
に
作
る
の
は
、
ル
の
古
体
「

」
が
、
ヲ
の
古
体
「
∴
」
と
見
誤
れ
た

為
の
変
化
と
思
わ
れ
る
。」

　
　
　

３　

持
テ 

底
甲
実
国
野

　
　
　

５　

前
ノ
大
僧
ニ
テ 

★　
「
前
ノ
大
僧
正
ノ
僧
都
ニ
テ
夢
ニ
」
底
大
「
前
ノ
大
僧
正
ニ
テ
夢
ニ
」
甲
北
実
国
野
「
前
大
僧

マ
テ
夢
ニ
」
乙
「
前
大
僧
正
マ
テ
夢
」
Ｃ
「
前
大
僧
正
マ
テ
夢
ニ
」
Ａ
Ｂ
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「
明
尊
前
の
大
僧
正
が
ま
だ
僧
都
で
あ
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
が
、
の
意
。
こ
の
関
係
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
為
に
、
諸
本
、
本
文
が
乱
れ
た
。」

　
　
　

９　

行
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

平
タ
ル 

★　
「
平
ニ
タ
ル
」
乙
Ａ
Ｃ
「
平
シ
タ
ル
」
Ｂ
「
平
ミ
タ
ル
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

15　

心
敬
貴
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
「
心
敬
ヒ
貴
テ
」
野
「
止
敬
貴
テ
」
乙
「
止
敬
ヒ
貴
テ
」
底
甲
北
実
国
大

 

「
流
布
本
は
理
解
す
る
能
わ
ざ
る
た
め
「
心
」
に
作
る
。」

一
六
四
１　

三

廻
ル 

甲
北
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

１　

希
有
ノ
事
也
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

ヲ 
「

ヲ
」
底
甲
北
大
「

ノ
」
実
国
野
「
𣳾
ヲ
」
Ａ
Ｃ
「
絭
ヲ
」

 
Ｂ
「
哄
の
下
、
諸
本
、
大
概
「
示
」
に
作
る
が
、（
Ａ
・
Ｃ
は
「
水
」、
Ｂ
は
「
糸
」）、
正
し
く
は

「
木
」」

　
　
　

６　

迯
去
ヌ 

Ｂ

　
　
　

13　

云
ト
見
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

15　

聞
キ
継
キ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

者
共 

諸

一
六
五
２　

成
ル
程 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

臥
テ
ハ 

諸

　
　
　

５　

来
レ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

香
可
有
キ
ニ 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

９　

壊
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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一
六
五
12　

不
乱
セ
無
シ 

★　
「
不
礼
ヌ
无
シ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
不
礼
セ
无
シ
」
Ｂ
「
不
乱
セ
无
シ
」
乙
Ａ
「
不
乱
不
乱

セ
無
シ
」
Ｃ

　
　
　

14　

至
要
共
也
ト 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

□
ト
云
テ 

諸
大

　
　
　

16　

此

聖
人 

「
此
ノ

聖
人
」
大　

諸
本
欠
字
。

一
六
六
２　

佛
ニ

不
押
畢 

諸

　
　
　

３　

此
取
リ
ス
ニ 

★　
「
此
ノ
取
リ
ス
ニ
」
乙
Ａ
「
此
ノ
取
リ
ニ
」
Ｂ
「
此
ノ
取
リ
ナ
ス
ニ
」
Ｃ
「
此
レ
ヲ
取
リ
集
メ

テ
」
底
大

　
　
　

４　

法
會
ヲ
行
ヒ 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

５　

不
乱
奉
ル
事 
乙

　
　
　

５　

一
度 

諸

　
　
　

６　

功
徳
ノ 

乙
Ａ
Ｃ

巻
十
二
第
二
十
五
話

一
六
六
11　

云
フ
者
在
リ 

★　
「
云
フ
者
有
ケ
リ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
云
フ
者
□
ケ
リ
」
乙
「
云
フ
者
ア
リ
」
Ａ
Ｃ
「
云
者

ア
リ
」
Ｂ

　
　
　

16　

是
必
ス 

★　
「
此
レ
値
ニ
必
ズ
」
底
大
「
此
レ
□
必
ス
」
甲
北
実
国
野
「
此
レ
必
ス
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

是
ヲ 

「
此
レ
ヲ
」
大

一
六
七
１　

嘲
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
レ
ヲ
嘲
テ
」
甲
北
実
国
野
「
此
レ
ヲ
嘲
テ
寄
テ
」
底
大

　
　
　

４　

依
テ
ソ 

Ａ
Ｃ



二
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５　

我
モ
智
無
シ 

★　
「
我
レ
少
モ
智
无
シ
」
底
大
「
我
レ
□
モ
智
无
シ
」
甲
北
実
国
野
「
我
□
モ
智
无
シ
」
乙
Ａ
Ｃ

「
我
モ
智
无
シ
」
Ｂ

　
　
　

６　

命
ヲ
継
ク 

底
Ｂ
大
「
□
ヲ
継
ク
」
甲
実
国
野
「
命
ヲ
継
テ
」
北
「
□
継
テ
」
乙
「
ヲ
継
ク
」
Ａ
「
継
ク
」
Ｃ

　
　
　

６　

□
更
ニ 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
我
レ
更
ニ
」
底
大

　
　
　

６　

思
我 

甲
北
実
国
野

　
　
　

10　

用
タ
リ
シ
ニ 

★　
「
用
シ
タ
リ
シ
ニ
」
底
甲
北
実
国
大
「
用
ヒ
タ
リ
シ
ニ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

其
債
ヒ
償
フ
也 

★　
「
其
ノ
債
ヲ
償
フ
也
」
底
大
「
其
ノ
債
ニ
償
フ
也
」
甲
北
実
国
野
（
北
の
フ
は
変
）「
其
ノ
債
ヒ

償
フ
也
」
Ｃ

　
　
　

13　

我
座
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
六
八
３　

ノ
為
ニ 
諸
（
乙
Ｂ
の

は
立
心
偏
、
野
は
犢
に
作
る
）

　
　
　

５　

霊
験
ヲ
示
ス
也
ト 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

積
シ
験
シ
也 

★　
「
積
シ
験
也
ト
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
積
メ
ル
験
也
ト
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

７　

牛
馬
ノ
大
等
ノ 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ

巻
十
二
第
二
十
六
話

一
六
八
12　

願
ヲ
發
シ 

Ｂ
（
Ｂ
は
硯
）

　
　
　

12　

報
セ
ム
カ
為
ニ 

底

　
　
　

16　

経
ヲ
入
奉
ル 

Ｂ

　
　
　

17　

此
□
錯
ヲ 

★　
「
此
ノ
□
錯
ヲ
」
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
此
ノ
失
錯
ヲ
」
底
大
「
此
ノ
錯
ヲ
」
Ｂ

一
六
九
１　

自
然
シ
テ 

「
自
然
ラ
」
大
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１　

不
足 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

筥
ヘ
奉
ル 

★　
「
筥
ニ
入
レ
奉
ル
ニ
」
底
甲
北
実
国
野
大
（
筥
は
異
体
）「
筥
ニ
入
レ
奉
ル
」
乙
「
筥
ニ
入
奉

ル
」
Ｂ
「
筥
入
奉
ル
」
Ａ
Ｃ

　
　
　

４　

等
カ
シ 

甲
北
実
国
野
乙

巻
十
二
第
二
十
七
話

一
六
九
13　

疲
レ
カ
弱
ク
シ
テ 

諸

　
　
　

13　

非
ス 

「
非
ラ
ズ
」
底
大
「
非
フ
ス
テ
」
甲
北
実
国
「
非
ラ
ス
シ
テ
」
野
「
非
ス
テ
」
乙
「
非
シ
テ
」
Ａ
Ｃ

「
非
ス
シ
テ
」
Ｂ

　
　
　

14　

道
ヲ
ス
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

令
愈 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

無
リ
ケ
リ 

★　
「
无
カ
ナ
リ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
无
カ
ナ
ト
」
野
「
无
カ
リ
ケ
リ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

我
レ 

★　
「
我
レ
魚
ヲ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
我
ヲ
」
乙
「
我
ラ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
〇
１　

一
童
ノ
遣
テ 

★　
「
一
ノ
童
ヲ
遣
テ
」
底
Ｂ
大
「
一
ノ

遣
テ
」 北
実
国
野
乙
Ａ
大
「
一
ノ
遣
テ
」
Ｃ

　
　
　

２　

ニ 

諸
大　

旁
を
野
村
本
「
匱
」
Ａ
Ｂ
両
本
「
遺
」、
Ｃ
本
「「
燉
」
に
従
う
の
は
、
異
体
字
の
名
残
を
止

め
る
も
の
あ
ろ
う
。」

　
　
　

２　

會
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

５　

童
子
楢 

★　
「
童
尚
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
童
子
尚
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

経
ニ
非
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

恐
レ
怖
ム
テ 

諸
大　
「
恐
レ
恠
ム
デ
」
の
譌
。



二
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11　

見
顕
ナ
ム
ト 

北
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

是
ヨ
リ
後 

★　
「
此
ヨ
リ
後
」
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
ヨ
リ
後
ハ
」
底
甲
実
国
大
（
甲
の
ハ
は
朱
筆
）「
此
ヨ
リ
後

ニ
」
北

一
七
一
１　

是
寄
異
ノ
事
也 

★　
「
此
レ
奇
異
ノ
事
也
」
底
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
此
ノ
奇
異
ノ
事
也
」
甲
北
実
国

　
　
　

２　

食
ス
ト
云
フ
ト
モ　
　
　

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

魚
忽
化
〆 

乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
シ
テ
）

巻
十
二
第
二
十
八
話

一
七
一
８　

一
人
ノ
書
生 
底
実
国
野

　
　
　

８　

在
リ 
★　
「
有
リ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
有
ケ
リ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

12　

出
ム
事
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

成
ニ
ケ
ル
事
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

喜
テ
忩
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
Ｃ
の
忩
は
急
）

　
　
　

16　

立
給
ヘ
シ 

実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
二
２　

何
ニ
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

怖
シ
ト
云
モ
愚
也
ト 

Ａ
Ｃ
「
怖
シ
ト
云
ヘ
バ
愚
也
ヤ
」
底
大
「
怖
シ
ト
□
愚
也
ト
」
甲
北
実
国
野
「

怖
シ
ト

愚

也
ト
」
乙
「
怖
シ
ト
云
モ
愚
也
」
Ｂ

　
　
　

５　

打 

「
切

打
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）「

打
テ
」
甲
北
実
国
野
「

打
ニ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

迯
ル

リ
倒
ヌ 

★　
「
迯
ル

走
リ
倒
レ
ヌ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）
大
「
迯
ル

リ
例
ヌ
」
諸

　
　
　

６　

思

 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
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７　

何
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

此
有
リ
フ
ル 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

８　

噉
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

８　

聞
ニ 

★　
「
聞
ク
ニ
モ
」
底
甲
実
国
大
「
聞
ク
ニ
」
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

不
知
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

聞
ク
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

13　

噉
ヒ
ツ
ル 

底
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

噉
ナ
ム
ト
為
ル
ニ
コ
ソ 

★　
「
噉
ナ
ム
為
ル
ニ
コ
ソ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
噉
ラ
ハ
ム
ト
為
ル
ニ
コ
ソ
」
野
「
噉
テ
ム
ト
為
ル
ニ
コ

ソ
」
底
甲
北
実
国
大

一
七
三
６　

妙
ノ
□
ト
云
フ
ハ 
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

７　

被
噉
ム
ト
ス
ル
人 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

是
ヲ
出
テ 

★　
「
此
ヲ
出
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
ヲ
出
ニ
ハ
」
甲
北
実
国
野
「
此
ヲ
出
デ
ヽ
」
底
大

　
　
　

８　

家
ニ
可
至
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

佛
ヲ
念
シ
奉
リ 

底
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

誠
ノ
心
ヲ 

大　
「
こ
の
ヲ
は
ヲ
以
テ
の
意
で
あ
ろ
う
。
や
や
落
ち
着
か
ぬ
語
法
な
の
で
、
北
本
は
ヲ
の
下
に
挿

入
符
を
加
え
、
Ｂ
本
は
「
以
テ
歟
」
と
朱
補
。」

　
　
　

16　

書
冩
タ
ラ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

不
可
疑
ス
ナ
ム 

乙



二
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巻
十
二
第
二
十
九
話

一
七
四
５　

是
ニ
依
テ 

★　
「
此
レ
ニ
依
テ
」
底
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
此
レ
ハ
依
テ
」
甲
実
国

　
　
　

６　

営
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

養
フ
許
ヲ
巧
ム 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

９　

身
ヲ
清
メ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

其
家 

Ｂ
「
其
ノ
家
ニ
」
底
大
「
其
ノ
家
」
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

経

ヲ 

Ａ
「
経
ヲ
」
Ｂ
「
経

ヲ
モ
」
甲
北
実
国
野
乙
Ｃ
「
経
筥
ヲ
モ
」
底
大
（
筥
は
異
体
）

　
　
　

16　

焼
ケ
損
ス
ル
所 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

泣
キ
悲
ミ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
泣
キ
悲
テ
」
底
大
「
泣
キ
悲
」
甲
北
実
国
野

　
　
　

17　

心
發
シ
テ 
甲
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
心
ヲ
硯
シ
テ
」
底
大
「
心
発
テ
」
乙

巻
十
二
第
三
十
話

一
七
五
８　

嗔
恚
不
發
女 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

出
家
ノ
後
ニ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

許
也
人 

Ａ
Ｂ

　
　
　

17　

其

不
發
シ
テ 

「
其
ノ

不
硯
ズ
シ
テ
」
大　

諸
本
欠
字
。

 

「
底
本
破
損
の
た
め
不
分
明
。
Ｂ
本
は
何
に
よ
り
て
か
「
夜
病
ィ
」
と
朱
補
。」

一
七
六
１　

他
寳
ヲ 

★　
「
他
ノ
財
ヲ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
先
ヅ
他
ノ
財
ヲ
」
底
甲
実
国
野
大
「
先
ツ
地
ノ
財
ヲ
」
北

　
　
　

２　

屋
焼
畢
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

忩
キ
返
シ
送
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
「
忩
」
は
「
急
」）



三
〇

愛知県立大学日本文化学部論集　第７号　2015

巻
十
二
第
三
十
一
話

一
七
六
12　

阿
陪
ノ
天
皇
ノ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

16　

在
ル
門 

★　
「
有
ル
門
」
甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
有
ル
間
」
底
野
大

　
　
　

16　

所
ニ

ル 

諸

　
　
　

17　

持
タ
ル
所
ノ
物 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

冩
セ
リ 

諸
「
書
寫
セ
リ
」
底
大　

底
本
破
損
の
た
め
見
え
難
き
故
、
諸
本
「
写
セ
リ
」
に
作
る
。

　
　
　

17　

水

床
一
足
也 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

一
七
七
１　

餘
ヲ
経
フ 

乙
Ａ
Ｃ
「

餘
ヲ
経
ヲ
」
Ｂ
「

餘
ヲ
経
ノ
」
甲
北
実
国
野
「

年
餘
ヲ
経
テ
」
底
大
（
破

損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

７　

林
ノ
人 
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

12　

半
ヲ
経
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

山
ニ
入
ル
間
ニ 

★　
「
山
ニ
入
ヌ
聞
ク
ニ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
山
ニ
入
ル
聞
ク
ニ
」
乙
「
山
ニ
入
ル
聞
ニ
」
Ａ
Ｃ

「
山
ニ
入
ル
」
Ｂ

　
　
　

16　

是
ヲ
見
テ 

★　
「
此
レ
ヲ
見
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
菩
薩
此
レ
ヲ
見
テ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

17　

山
ニ
居
ケ
ル
間 

★　
「
山
ニ
入
行
ヒ
ケ
ル
間
」
底
大
「
山
ニ

ヒ
ケ
リ
間
」
甲
北
実
国
野
乙
「
山
ニ
ヒ
ケ
リ
間
」

Ａ
Ｃ
「
山
ニ
上
ケ
リ
間
」
Ｂ

　
　
　

17　

主
死 

「
生
死
」
大

　
　
　

17　

身
ヲ
投
タ
ル
也
□ 

乙
Ａ
Ｃ
「
身
ノ
投
ケ
リ
也
□
」
野
「
身
ノ
投
フ
ケ
リ
也
□
」
甲
北
「
身
ノ
投

也
□
」
実
国
「
身
ヲ

投
タ
ル
也
ト
」
Ｂ
「
身
ヲ
投
テ
ケ
ル
也
ト
」
底
大

 

「
底
本
、
破
損
多
く
し
て
判
読
困
難
な
る
故
、
諸
本
に
異
文
が
多
い
と
こ
ろ
。」
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一
七
八
１　

返

造
リ
ノ 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
返
船
造
リ
ノ
」
Ｂ
「
返
リ
□
彼
ノ
船
造
リ
ノ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

１　

投
タ
ル
今
縁
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

１　

船
人
等
亦 

実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
船
人
等
」
Ｂ
「
船
□
人
等
亦
」
甲
北
「
船
造
□
人
等
亦
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不

明
）

　
　
　

４　

見
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

誦
セ
ル
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
三
十
二
話

一
七
八
12　

葛
下
ノ
郡
ノ 
底
甲
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

14　

云 
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

寺
在
リ
寺
ニ 

★　
「
寺
有
リ
寺
ニ
」
甲
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
寺
有
寺
ニ
」
北
「
寺
有
リ
其
ノ
寺
ニ
」
底
大

　
　
　

15　

懐
任
シ
テ 

底
乙

　
　
　

16　

源
信
僧
都
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
九
１　

年
三
ニ
斉
戒
ヲ 

諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
か
か
る
熟
語
は
他
に
聞
か
ぬ
。「
斉
」
は
「
斎
」
の
通
字
。」

　
　
　

２　

小
サ
シ 

諸

　
　
　

３　

源
信
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

分
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

所
磨
瑩
キ
也
ト 

諸

　
　
　

８　

正
教
ル
ニ 

★　
「
正
教
フ
ル
ニ
」
乙
Ａ
Ｃ
「
正
教
ヲ
教
フ
ル
ニ
」
底
甲
北
実
国
野
Ｂ
大

　
　
　

８　

聡
敏
ニ
シ
テ 

諸
「
聡
繁
ニ
シ
テ
」
底
大　
「
名
義
抄
、
繁
を
サ
カ
シ
と
よ
む
。」
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９　

顕
蜜
ヲ 

乙
Ａ

　
　
　

10　

学
生
ノ
思
ヒ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

名
聞
ヲ
離
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

12　

籠
居
ス 

野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

徃
生
要
集
ト
云
ヲ
作
テ 

諸
「
徃
生
要
集
ト
云
フ
作
テ
」
底
大

　
　
　

15　

如
此
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
八
〇
２　

或
人
ノ
夢
ニ
ハ 

Ｂ

　
　
　

３　

是
妙
音
菩
薩
ノ 

★　
「
此
レ
妙
音
菩
薩
ノ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
レ
ハ
妙
音
菩
薩
ノ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

５　

学
者 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

心
ノ
疑
ノ
所
ヲ 
諸

　
　
　

８　

慶
祐
阿
闍
梨 

諸
大

　
　
　

10　

御
使
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

紫
雲
聳
テ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
聳
は
変
）「
紫
雲
□
テ
」
底
大
「
紫
□
雲
聳
テ
」
甲

巻
十
二
第
三
十
三
話

一
八
一
６　

氏 

底
乙
Ａ
Ｃ
大
「
橘

氏
」
甲
北
「
橘
氏
」
実
国
野
Ｂ

　
　
　

９　

児
ヲ
見
ル
ニ
無
シ 

Ｃ

　
　
　

10　

落
ニ
ケ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

音
挙
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
擧
）

　
　
　

12　

空
ニ
仰
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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15　

鬘
給
タ
ル 

「
鬘
結
タ
ル
」
諸
大

一
八
二
２　

詑
シ
テ 

乙

　
　
　

３　

此
ノ
児 

★　
「
此
ノ
児
ヲ
」
甲
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
「
此
児
ヲ
」
Ｂ
「
母
ノ
夢
ニ
此
ノ
児
ヲ
」
底
大

　
　
　

４　

貴
氣
ナ
ル
聖
人
ノ 

底
北
実
国
野
（
北
以
下
は
字
間
を
あ
け
た
り
）

　
　
　

５　

父
母
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

７　

天
台
座
主 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

登
ケ
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

後
生
菩
提
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

座
主
免
サ
ル
事
無
シ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

14　

思
ヒ
歎
キ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

学
生
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
八
三
６　

唱
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

強
ヒ
ト
テ 

乙
Ａ

　
　
　

６　

築
地
ヲ
築
キ
廻
シ
テ 

乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
廻
）

　
　
　

７　

其
ニ
ソ
住
ケ
ル 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

修
セ
リ
ト
見
ケ
リ 

甲
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
修
セ
リ
シ
見
ケ
リ
」
底
大

　
　
　

９　

御
僧
ト
セ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

十
餘
日
ノ
前
ニ 

諸
大　

十
余
日
も
前
に
の
意
。

　
　
　

14　

其
理
ヲ 

野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

16　

義
豆
岐
左
須 

甲
乙
Ａ
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17　

睦
シ
キ
間 

乙
Ａ

一
八
四
４　

被
掻
起
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

有
ラ
ム 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

５　

思
ヘ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

怖
ロ
シ
ク 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

牙
ニ 

底
甲
北
実
国
野

　
　
　

６　

押
壊
ツ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

持
来
レ
ト
云
ヘ
リ 

諸

　
　
　

11　

肬
ヲ 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

二
三
度
許
レ
リ 
★　
「
二
三
度
許
乙
デ
ヽ
」
底
甲
北
実
国
大
「
二
三
度
許
シ
ヽ
」
野
「
二
三
度
許
レ
テ
ヽ
」
乙
「
二

三
度
許
シ
テ
」
Ａ
Ｂ
「
二
三
度
計
シ
テ
」
Ｃ

　
　
　

13　

臨
見
シ
カ
ハ 

諸

　
　
　

16　

合
掌
ヲ

 

乙
Ａ

　
　
　

17　

被
思
ヒ
出
事

 

★　
「

被
思
出
事
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「

後
ニ
思
ト
出
テ
ム
事
」
実
国
「

後
ニ
思
ヒ
出
テ
ム
事
」
甲

北
野
「

後
ニ
思
ヒ
出
ケ
ル
事
□
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

17　

□
可
遂
キ
也 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ

　
　
　

17　

碁
ヲ
打
テ
泥

也 

乙
Ａ
Ｃ

一
八
五
１　

□
人
ノ
夢 

甲
北
実
国
野
乙
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巻
十
二
第
三
十
四
話

一
八
五
９　

嬰 

大　

古
本
は
異
体
。
即
ち
「
貝
」
を
「
目
」
に
作
る
。

　
　
　

９　

抱
寝
タ
ル
ニ 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

不

ト
人
ノ
中
ニ 

★　
「
不

ズ
人
ノ
中
ニ
」
底
甲
北
実
国
野
大
「
不

十
人
ノ
中
ニ
」
乙
「
不

シ
テ
人
ノ
中
ニ
」

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

居
ル
ニ 

★　
「
居
タ
ル
」
Ｂ
「
居
タ
ル
ニ

」
甲
「
居
タ
ル
ニ
居
タ
ル
ニ
」
底
北
「
居
タ
ル
ニ
」
実
国
野

乙
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

15　

焼
ケ
ル 

甲
実
国
野
乙
Ａ

　
　
　

16　

食
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

初
ニ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
八
六
４　

弟
子
等
少

来
テ 

★　
「
弟
子
等
少
□
来
」
北
「
弟
子
少
□
来
テ
」
甲
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
弟
子
等
少
ク
出
来
テ
」
底

大

　
　
　

４　

童
長
短
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

４　

力
強
ケ
ナ
ル
カ
□
髪
ナ
ル
甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

５　

何
コ
ヨ
无

 

諸

　
　
　

６　

四
五
人
カ
所 

諸

　
　
　

６　

道
行
ク
事
モ 

乙
Ａ

　
　
　

６　

行
カ
ム
様
ニ
即 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

８　

大
ナ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

死
ス 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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11　

不
知
シ
テ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
の
テ
は
古
体
）

　
　
　

12　

不
可
出
ナ
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

待
チ
受
テ 

底

　
　
　

17　

煩
ナ
ル
ニ
依
テ 

諸

一
八
七
１　

事
ヲ 

★　
「
事
ヲ
バ
」
底
「
事
ヲ
ス
」
諸

　
　
　

７　

不
歸
依
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「

不
歸
依
ス
ト
」
甲
北
実
国
野
「
来
□
不
歸
依
ズ
ト
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

８　

圓
融
院

皇
位 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

年
来 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

是
ニ
依
テ
ト 
★　
「
此
ニ
依
テ
ト
」
Ｃ
「
此
レ
ニ
依
テ
ト
」
乙
Ａ
Ｂ
「
此
レ
ニ
依
テ

ト
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

11　

可
将
来
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

聖
人
ノ
可
来
キ
馬 

「

聖
人
ノ
可
乗
キ
馬
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

12　

令
引
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

抱
キ
乗
セ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

火
ノ
光
ニ 

諸

　
　
　

16　

當
テ
見
レ
ハ
経
ノ
破 

★　
「
當
テ
見
レ
バ
経
ノ
破
ノ
」
底
大
「
當
テ
ヽ
見
給
ノ
破
」
乙
「〔
脱
文
〕
経
ノ
破
」
Ｂ

一
八
八
３　

行
キ
見
レ
ト 

Ａ
Ｂ

　
　
　

３　

谷
迫
道
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

板
敷
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

是
ヲ
見
テ 

実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
是

ヲ
見
テ
」
甲
北
「

ヲ
見
テ
」
底
乙
大

　
　
　

６　

御
ニ
テ 

乙
Ｃ
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８　

不
参
ト
思
ヌ 

★　
「
不
参
ト
思
ス
ト
モ
」
Ｂ
「
不
参
ト
思
ス
」
乙
Ａ
Ｃ
「
不
参
シ
ト
思
ス
□
」
甲
北
実
国
野
「
不

参
ジ
ト
思

云
フ
ト
モ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

８　

泣
ク
許 

乙
Ａ
「
泣
〻
許
」
Ｂ
「
泣
ク
許
□
」
甲
北
実
国
野
「
泣
ク
許
ノ
」
底
大

　
　
　

９　

氣
色
ヲ

云 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
「
氣
色
ヲ
云
」
Ｃ
「
氣
色
ヲ
以
□
云
□
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

10　

然
ス
テ
可
在
キ 

実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

不
出
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

入
レ
ハ

是
ハ 

「
入
レ
バ

此
ハ
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

11　

令
テ 

北
乙
Ａ

　
　
　

12　

我
カ
君
我
レ
ヲ 
乙
Ａ

　
　
　

15　

是
ヲ
見
テ 
諸
本
欠
字
「

此
レ
ヲ
見
テ
」
大

　
　
　

15　

蒙
ス
ラ
メ 

底
甲
乙

一
八
九
４　

聖
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

参
リ
給
ヘ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

山
ノ
法
皇 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

地
震
在
リ 

乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
有
）

　
　
　

10　

山
ノ 

諸

　
　
　

11　

消

ヲ
持
来 

乙

　
　
　

12　

方
ヲ
闕
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

13　

忩
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
忩
は
急
）

　
　
　

15　

様
々
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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15　

針
ノ

タ
ル
ヲ 

諸
大　

Ｂ
本
、「
サ
ビ
歟
」
と
朱
補
。

　
　
　

15　

是
ヲ
見
テ 

★　
「
此
レ
ヲ
見
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
「
此
ヲ
見
テ
」
Ｃ
「
源
心
此
レ
ヲ
見
ヌ
」
甲
北
「
源
心
此
レ
ヲ
見

テ
」
底
実
国
野
大
（
底
実
国
の
テ
は
古
体
）

　
　
　

16　

一
ツ
針
ヲ 

諸
「
一
ツ
□
針
ヲ
」
底　

空
格
「
ノ
」
と
あ
っ
た
も
の
か
。

　
　
　

17　

思
忙 

諸
（
Ｂ
の
忙
は
変
）

　
　
　

17　

サ
ハ
レ 

底
甲
北
実
国
野
乙

一
九
〇
３　

生
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ 

底
Ｂ

　
　
　

３　

思
ヘ
テ 

諸
大　

Ｂ
本
「
イ
カ
ヾ
ィ
」
と
朱
補
。

　
　
　

４　

云
ヲ
聞
ク
ニ 
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

４　

問
ヒ
聞
テ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

５　

三
月
日
ノ 

諸
「
三
月
□
日
ノ
」
底
大

　
　
　

７　

誦
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

呼
ヒ
タ
ル
ナ
ム 

乙

巻
十
二
第
三
十
五
話

一
九
〇
13　

山
寺
有
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

永
ク 

「
永
ガ
ク
」
古
本
大　

ガ
は
「
永
」
の
捨
て
が
な
。
甲
・
北
・
実
三
本
は
「
ガ
ノ
」

　
　
　

16　

愛
宕
護 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

入
テ
在
ル
時
ニ
ハ 

甲
北
実
野
乙
Ａ
Ｂ
（
甲
北
実
野
乙
Ａ
Ｂ
は
有
）

一
九
一
３　

移
リ
住
ム 

乙
Ａ
Ｂ



三
九
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６　

悩
ヒ
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

10　

然
ハ 

★　
「
然
レ
ハ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
然
ラ
バ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

12　

有
テ
出
来
ル 

★　
「
有
テ
出
来
タ
ル
」
乙
Ａ
Ｃ
「
有
テ
出
来
タ
ル
ヲ
」
Ｂ
（
出
は
変
）「
有
テ
ゾ
出
来
タ
ル
」
底
甲

北
実
国
野
大

　
　
　

14　

渡
ラ
セ
給
ヘ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

何
事
候
ハ
ム
ト 

諸

　
　
　

16　

糸
頼
シ
ク
貴
シ 

★　
「
糸
憑
シ
ク
貴
シ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
糸
憑
モ
シ
ク
貴
シ
」
甲
北
実
国
野
「
糸
憑
モ
シ
貴
シ
」
底
大

 
 

「
終
止
形
に
よ
る
中
止
法
の
例
。
但
し
、
か
く
作
る
は
底
本
の
み
。」

　
　
　

16　

中
将
殿 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

頸
聖
人
ノ
牛
ヲ
人
ニ
給 
「
頸
」
諸
「
頸
ニ
」
底
大

 

「「
頸
」
は
「
衣
の
頭
」
の
意
。
こ
れ
を
理
解
す
る
能
わ
ざ
り
し
為
、
次
の
「
手
ヲ
入
レ
給
」
を
、
底

本
以
外
の
諸
本
「
牛
ヲ
人
ニ
給
」（
Ｂ
本
「
手
ヲ
人
ニ
給
」）
に
作
る
。」

　
　
　

17　

枕
ヲ
マ
サ
セ
テ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

17　

打
テ 

★　
「
打
シ
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
打
出
シ
テ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

17　

然
ハ
カ
ク 

諸
大
「
然
バ
カ
リ
」
Ｂ

　
　
　

17　

思
□
高
ク
シ
テ 

諸
「
思
□
音
高
ク
シ
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

一
九
二
１　

目
ノ
涙 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

１　

病
者
ノ
胸
ニ 

★　
「
病
者
ナ
ル
胸
ニ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
病
者
ノ
温
タ
ル　

ニ
」
底
甲
北
実
国
野
大
（
大
は
胸
）

　
　
　

１　

氷
ノ
様
ニ
テ 

★　
「
氷
ノ
ヤ
ウ
ニ
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
氷
ヤ
カ
ニ
テ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

９　

他
ノ
人
云
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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９　

蔵
人
ヲ
以
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
蔵
人

ヲ
以
テ
」
底
甲
北
実
国
野
大

　
　
　

12　

辞
セ
ン
ス
ラ
ム
ト 

★　
「
辞
セ
ム
ス
ラ
ム
ト
」
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
辞
バ
ム
ズ
ラ
ム
ト
」
底
甲
北
実
国
乙
大

　
　
　

15　

髪
ノ
乱
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

17　

無
リ 

★　
「
无
カ
リ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
无
カ
ヘ
リ
」
甲
北
実
国
「
无
カ
メ
リ
」
底
野
大

　
　
　

17　

且
ハ
参
テ 

諸

一
九
三
１　

参
給
ト
テ
ム
ハ 

乙
「
参
給
ハ
テ
ム
ハ
」
野
「
参
給
ト
テ
ト
ハ
」
北
「
参
給
ラ
ム
ハ
」
甲
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
参
給
タ
ラ

バ
」
底
大

　
　
　

３　

僧
カ
ト 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

４　

然
許 
諸

　
　
　

６　

病
ナ
ム
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

是
ヲ
聞
テ 

★　
「
此
ヲ
聞
テ
」
甲
北
実
国
野
大
「
コ
レ
ヲ
聞
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
世
レ
ヲ
聞
テ
」
底

　
　
　

９　

飯
一
盛
指
入
ノ 

諸

　
　
　

10　

飯
ノ
箸
ヲ
以
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

含
メ
ツ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

11　

欲
シ
思
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

残
レ
ル
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

藥
王
一
品
ヲ 

乙
Ｂ

　
　
　

15　

迯
ル
カ 

諸

一
九
四
１　

此
聖
人
ヲ
誹
謗
〆 

「
此
ノ
聖
人
ヲ
誹
謗
シ
テ
」
諸
（
乙
Ｂ
Ｃ
は
ノ
欠
）

　
　
　

２　

病
重
ヲ
受
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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３　

療
治
セ
ム
ト
云
ヘ
ト
モ 

諸

　
　
　

３　

其
験

然
ハ 

諸
本
欠
字
「
其
ノ
験
□
然
レ
バ
」
大　

底
本
破
損
の
た
め
不
明
。

　
　
　

５　

勧
メ
テ
云
ヘ
ハ 

北
実
国
野
乙
Ｂ

　
　
　

５　

邪
心
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

６　

請
シ
テ 

Ａ

　
　
　

７　

投
入
レ
ハ 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

８　

聊
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
三
十
六
話

一
九
五
１　

音
微
妙
ニ
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

輪
ニ
籠
テ 

甲
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

２　

籠
合 

諸

　
　
　

３　

器
量
シ
テ 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

大
明
神
等
ノ

 

諸
大　

底
本
破
損
の
た
め
不
明
。

　
　
　

５　

聞

近
来 

諸
（
Ｃ
は
空
白
な
し
）「
聞
ガ
為
ニ
近
来
」
底
大

　
　
　

６　

御
坐
ス
也
ト 

甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
御
坐
ヌ
ル
也
ト
」
底
大
「
御
坐
ス
レ
也
ト
」
北
実
国
野

　
　
　

６　

告
ク
ル
ト
見 

諸
「
告
グ
ト
見
テ
」
底　

底
本
虫
損
の
た
め
や
や
不
明
。

　
　
　

６　

夢
覚

 

「
夢
覚
テ

」
底
大

 

底
本
破
損
の
た
め
不
明
。
諸
本
テ
を
も
欠
く
。

　
　
　

７　

音
挙
ツ
ヽ 

甲
北
実
国
野
乙
Ｃ
（
甲
北
実
国
野
乙
Ｃ
は
擧
）
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８　

在
ケ
リ
ト 

★　
「
有
ケ
リ
ト
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
有
ケ
レ
ハ
」
甲
北
実
国
野
「
有
ケ
レ
ト
」
底
大

　
　
　

９　

立
去
ヌ 

Ｃ

　
　
　

10　

邪
氣
煩
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

難
堪
ニ
依
テ 

Ｂ

　
　
　

14　

此
道
命
阿
闍
梨 

Ｃ

　
　
　

17　

聞
テ 

底
甲
北
実
国
野

一
九
六
２　

其
後
ノ
女
人 

Ｃ

　
　
　

３　

後
ノ
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

房
檐
ノ
方
ニ 
諸

　
　
　

５　

泣
ク
一
人
ノ 
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

７　

檐
景 

諸

　
　
　

７　

阿

 

乙
Ａ
Ｃ
「
阿
闍
梨
□
」
甲
北
実
国
野
Ｂ
「
阿
闍
梨

」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

７　

板
敷
下 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

経
有

有
リ

並
ヒ 

★　
「
経

有

有
リ

並
ヒ
无
シ
」
甲
北
実
国
野
Ａ
Ｂ

　
　
　
　
　

無
シ 

（
Ａ
Ｂ
は
経
の
下
の
空
白
な
し
）「
経
有

並
ヒ
无
シ
」
乙
「
経
有

有
ヒ
無
」
Ｃ
「
経
ハ
㔁
シ

ク
有

有
リ
貴
□
方
ハ
タ
ラ
並
ビ
无
シ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

　
　
　

９　

事
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

左
近
大
夫
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
大
は
太
）

一
九
六
14　

汁
無
リ
ケ
レ
ハ 

底
甲
北
実
国
野
（
底
甲
北
実
国
野
は
無
が
ナ
に
な
っ
て
い
る
）

　
　
　

15　

頭
ヲ
放
テ
ソ
咲
ケ
ル 

甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
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15　

過
キ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

生
レ
タ
ル
テ
ム
ト 

★　
「
生
レ
タ
ラ
ム
ト
ム
」
底
野
大
「
生
レ
タ
テ
ム
ト
」
甲
実
国
乙
「
生
レ
タ
ナ
ム
ト
」
北
「
生
レ

タ
ル
ラ
ム
ト
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
九
七
１　

心
ニ
経
ヲ
誦
シ
テ 

諸
「
□
ニ
経
ヲ
誦
シ
テ
」
底
大

 
 

「
底
本
破
損
の
た
め
稍
不
分
明
。
な
る
も
、
か
く
判
ぜ
ら
れ
る
。
諸
本
、
す
べ
て
「
心
」
に
作
る

が
、
類
表
現
に
も
前
後
の
文
脈
に
も
合
わ
な
い
。」

　
　
　

２　

来
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

生
時
ニ
ハ 

Ｂ

　
　
　

２　

寸
倍
セ
リ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ
「
千
倍
セ
リ
」
北
野
「
十
倍
セ
リ
」
底
Ｂ
大

 
 

「「
寸
倍
セ
リ
」
に
作
る
は
底
本
の
虫
損
を
文
字
の
一
部
分
と
誤
認
し
た
為
の
変
化
で
あ
ろ
う
。」

　
　
　

３　

造
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

告
ル
也
ト
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

人
々 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
三
十
七
話

一
九
七
11　

高
階
兼
博
ノ
子
也 

★　
「
高
階
兼
時
ノ
子
也
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
高
階
ノ
兼
時
ノ
子
也
」
野
「
高
階
兼
博
子
也
」
甲
北
実
国

「
高
階
ノ
兼
博
ノ
朝
臣
ノ
子
也
」
底
大

　
　
　

12　

法
華
経
□
受
持
テ 

甲
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

13　

發
サ
レ
ハ 

実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
硯
）

　
　
　

14　

船
井
ノ
郡
□
棚
波 

諸
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14　

籠
居 

野
乙
Ａ
Ｃ
「
龍
居
」
Ｂ
「
籠
居
□
」
甲
北
実
国
「
籠
居
シ
□
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）

一
九
八
１　

誦
ス
ル
聞
テ 

諸
大
「
誦
ス
ル
ヲ
聞
テ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

１　

寄
異
フ
思
テ 

乙
Ａ
（
乙
Ａ
は
奇
）

　
　
　

２　

天
童
下
テ 

諸

　
　
　

２　

讃
ム
也
ケ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

懃
ノ
言
ニ
依
テ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

仰
ケ
敬
フ 

乙
Ｂ

　
　
　

６　

久
シ
ク
有 

★　
「
久
ク
有
テ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
久
ク
有
ラ
」
乙
「
久
ク
有
テ
ハ
」
野
「
久
ク
有
ラ
バ
」
底
甲
北
実
国

大

　
　
　

７　

悪
業
ヲ
不
造
シ
ト 
底
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

９　

死
ス
ル
物
也
ト 

底
甲

　
　
　

10　

食
ス
ト
云
ヘ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

不
如 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

信
ヲ
疑
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

云
ク
退
テ 

乙
Ａ
Ｂ
「
云
ク
退
ク
」
Ｃ
「

云
ク
退
テ
」
甲
北
実
国
野
「
駈
リ
此
ヲ
退
テ
」
底
大

　
　
　

15　

冥
道
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

行
ク
程
ニ 

底
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

15　

免
ト
見
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
九
九
３　

閻
魔
ノ
御
書
也
ト 

諸
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巻
十
二
第
三
十
八
話

一
九
九
11　

山
ニ
登
テ 

諸

　
　
　

12　

不
得
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

14　

愛
宕
山
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

實
ノ
螺
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
「
寶
□
螺
ヲ
」
甲
「
寶
ノ
螺
ヲ
」
北
野
Ｃ
「
寶
ヲ
螺
ヲ
」
実
国
「
寶
ウ
螺
テ
」
底
大　

ウ

は
、「
宝
」
の
字
音
の
捨
て
が
な
。

　
　
　

17　

面
ニ 

甲
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
面
ル
ニ
」
北
「
而
ル
ニ
」
底
大

　
　
　

17　

宿
リ
ツ 

乙
Ａ
Ｂ

二
〇
〇
１　

云
フ
事 
甲
北
実
国
野

　
　
　

２　

悪
魔
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
二
第
三
十
九
話

二
〇
〇
14　

好
延
持
経
ト
云
フ 

北
乙

　
　
　

15　

三
十
部
ヲ 

★　
「
卅
部
ヲ
」
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
卅
部
ヲ
ゾ
」
底
甲
実
国
野
大

二
〇
一
２　

守
リ
給
フ
也
ト 

★　
「
守
リ
給
也
ト
」
乙
Ａ
Ｂ
「
守
給
也
ト
」
Ｃ
「
守
リ
給
フ
故
也
ト
」
底
甲
北
実
国
野

　
　
　

４　

阿
闍
梨 

諸
大

　
　
　

５　

聳
テ
ケ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

法
花
讀
テ 

乙

　
　
　

11　

此
ノ
時
ニ 

乙
Ａ

　
　
　

13　

夢
ノ
如
ク
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
十
二
第
四
十
話

二
〇
一
17　

葪
ノ
嶽 

「
葪
ノ
嶽
」
諸

　
　
　

17　

出
家
ヨ
リ 

Ｂ

二
〇
二
４　

営
マ
ム
ト 

野
乙
（
野
乙
は
營
）

　
　
　

５　

讀
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

諦
女
也
ト 

「

諦
女
也
ト
」
Ａ
Ｂ
Ｃ　

底
は
破
損
の
た
め
不
明

　
　
　

10　

有
ト
云
ヘ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ　

底
は
破
損
の
た
め
不
明

　
　
　

13　

年
来 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ　

底
は
破
損
の
た
め
不
明

　
　
　

13　

栄
花
ヲ
開
キ 
底
甲
北
実
国
野
（
底
甲
北
実
国
野
は
榮
）

　
　
　

17　

聴
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

お
わ
り
に

　
『
今
昔
物
語
』
巻
十
二
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の

表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
そ
れ
は
、
空
白
な
ど
の
形
）
9
（
式
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
巻
十
二
の
場
合
も

そ
の
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
巻
十
二
第
三
話
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
「
不
所
学
ス
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ

は
、「
不
学
ス
」
と
な
っ
て
お
り
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
方
が
「
所
」
の
一
字
が
多
い
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
古
本
系
（
甲
実
国
野
）、
流
布
本

系
（
乙
Ａ
Ｃ
）
で
「
不
□
所
學
ス
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
も
っ
と
も
古
い
と
思
わ
れ
る
鈴
鹿
本
で
は
、「
不
似
所
學
ス
」
と
な
っ

て
い
る
部
分
で
あ
る
。
鈴
鹿
本
に
は
あ
っ
た
「
似
」
の
字
が
不
明
箇
所
と
し
て
空
け
ら
れ
、
そ
の
空
白
部
分
が
詰
め
ら
れ
た
の
が
彦
根
城
博
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物
館
本
で
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
「
所
」
が
抜
け
た
の
が
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
巻
十
二
第
十
話
で
も
い
え

る
。
彦
根
城
博
物
館
本
及
び
古
本
系
（
甲
北
実
国
野
）、
流
布
本
系
（
乙
Ａ
Ｃ
）
は
「
常
□
」
の
表
記
の
と
こ
ろ
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
は
空

白
部
分
が
な
い
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
鈴
鹿
本
で
は
、「
常
ニ
参
リ
ツ
ヽ
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
も
鈴
鹿
本
に
は
あ
っ
た
「
ニ
参
リ
ツ
ヽ
」
が

彦
根
城
博
物
館
本
で
は
不
明
箇
所
と
し
て
空
け
ら
れ
、
そ
の
空
白
部
分
が
詰
め
ら
れ
た
の
が
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
十
一

の
分
析
に
お
い
て
述
べ
）
10
（
た
よ
う
に
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

た
だ
、
巻
十
二
第
十
三
話
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
で
「
痛
ミ
給
フ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
は
、
古
本
系
（
甲
北
実
国
）、

流
布
本
系
（
乙
Ａ
Ｃ
）
と
同
じ
く
、「
叫
ヒ
給
フ
」
と
あ
り
、
両
者
の
書
写
関
係
が
一
対
一
で
の
直
接
書
承
と
考
え
る
と
矛
盾
が
生
じ
る
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
鈴
鹿
本
は
、「
痛
ミ
叫
ビ
給
フ
」
と
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
本
と
そ
の
他
の
諸
本
と
の
表
現
が
融
合
し
た
形
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
、
興
味
深
い
の
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
だ
け
が
鈴
鹿
本
に
表
記
さ
れ
る
「
痛
ミ
」
の
表
現
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以

前
に
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
流
布
本
に
は
な
い
古
態
本
系
の
表
記
を
有
す
る
本
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
）
11
（
た
が
、
こ
こ
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本

の
み
が
最
も
古
い
鈴
鹿
本
の
表
記
の
一
部
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
一
方
、
そ
う

考
え
る
と
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
（
あ
る
い
は
、
そ
の
系
統
の
本
）
を
見
な
が
ら
、
そ
の
他
の
本
も
参
照
し
、
文
脈
的
に

読
め
な
い
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
校
訂
を
施
し
た
本
で
あ
る
と
い
う
位
置
付
け
が
で
き
よ
う
か
。
校
訂
本
文
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
立
証
で
き
る
。
巻
十
二
第
十
六
話
の
「
敢
」
の
語
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
、
流
布
本
系
（
乙
Ａ
）、
古
本
系
（
北

実
国
）
は
鈴
鹿
本
の
「
敢
」
の
漢
字
を
踏
襲
す
る
が
、
野
村
本
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
脈
に
沿
う
よ
う
に
「
救
」「
取
」

「
放
」
と
い
っ
た
漢
字
に
書
き
換
え
て
い
る
。
故
に
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
は
、
校
訂
を
目
指
し
た
本
文
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
こ
こ
か
ら
は
、
古
本
系
で
あ
り
な
が
ら
、
流
布
本
系
に
も
似
た
表
記
を
有
す
る
野
村
本
の
表
記
の
ゆ
）
12
（

れ
の
理
由
が
実
は
、
校
訂
本
文
を

目
指
し
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
野
村
本
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
が
校
訂
本
文
を
目
指
し
た

本
文
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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ひ
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
の
表
記
、
固
有
名
詞
の
引
き
写
し
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
諸
本

に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。

注
（
1
）  

中
根
「
未
紹
介
本
『
今
昔
物
語
』（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
53
号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）

（
2
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
54
号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

（
3
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
55
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

（
4
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
56
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）

（
5
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
57
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
6
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
1
号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根

「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
3
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博

物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
4
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
7
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
2
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）、
中
根

「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
5
号　

二
〇
一
四
年
三
月
）

（
8
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
6
号　

二
〇
一
五
年
三
月
）

（
9
）  

（
1
）に
同
じ
。

（
10
）  

（
8
）に
同
じ
。

（
11
）  

（
5
）に
同
じ
。

（
12
）  

（
4
）に
同
じ
。
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